
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜主な発表内容＞ 
 
○企業や関係機関と連携した学習活動において、資源管理型漁業への IT 活用
や未利用魚を活用した新商品の開発による、ふるさと納税返礼品化などを
図った成果について 

 
○多くの生徒に、「地域に貢献したい」という意識や「課題解決に向け多面的
に考え行動することが多くなった」という実感があり、さらに自己肯定感
の向上を感じるなど、意識・行動に変容が見られたことについて 

 
○産学連携による地域課題の解決に向け、高校３年間で系統的に取り組み、 
探究活動の充実が図られたことについて 

 
○自走化に向けた、学校設定科目やコミュニティ・スクールの導入について 

協議題２ 
「今後取り組んでみたい産学連
携のかたち」 

【生徒・教員・企業関係者】 
 
生徒による協議１で話し合っ

た「産業界との学びで得られたこ
と」についての発表の後、今後の
産学連携のあるべき形や、どのよ
うな連携ができるか等について
活発な意見交換が行われました。 
 

〇グループ協議   

 マイスター・ハイスクール普及促進事業「北の専門高校ONE-TEAMプロジェクト」 

令和６年度から２か年で実施する文部科学省マイスター・ハイスクール普及促進事業「北の専門高校 ONE-TEAM プロジェクト」

の取組や、専門高校と産業界との持続可能な連携の好事例について情報提供します。 

ONE-TEAM News 
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『産学連携カンファレンス』を開催しました 
 

〇発表１ 「マイスター・ハイスクール事業における連携と成果について」 
北海道厚岸翔洋高等学校 教頭 長谷川 智 人 氏 

令和７年２月 20 日（木）、産業界と連携している専門高校の取組や、成果を本道の産業教育の関係者が共有することによ
り、専門高校における持続可能な職業人材育成システムの構築を促進することを目的として開催しました。 
生徒・教員・企業関係者を合わせて 173 名が参加し、産学連携の在り方について理解を深めました。 

＜主な発表内容＞ 
 
○「地域貢献をとおして、北海道になくてはならない企業になる」という自社 
の思いについて 

 
○コロナ禍による教育機会の減少と、販路を失った農産加工品販売に対する 
支援として実施した「ほっかいどう農業高校大会」について 

 
○専門高校とコラボして取り組んだ企画に対する、視聴者からの多くの応援 

の声と、「もっと応援したい！」という思いから始めた農業高校や水産高校 
とのコラボ企画について 

 
○専門高校を応援することは地元テレビ局としての使命であり、そのために
は、オール北海道での「横の連携」の必要性について 

学科の垣根を越えた生徒による意見交換の様子 

長谷川氏による発表と参加者の様子 

協議題１ 
Ａ「地域の担い手を育成する専門 
高校の役割」 

【教員・企業関係者】  
Ｂ「産業界と連携した学びで得ら 
れたもの」     【生徒】 

 
教員・企業関係者は、それぞれ

の立場から考える「専門高校の役
割」について協議しました。 
生徒は、産学連携の取組や、「学

びで得られたこと」について、模
造紙を用いてまとめました。 
 
 

〇発表２ 「地元放送局として専門高校を応援する理由～水産高校・農業高校ウイークをとおして～」 
札幌テレビ放送株式会社 大 阪 し の 氏 

教員・企業関係者による協議の様子 

生徒を交えた活発な意見交換の様子 協議題１における内容を発表する生徒の様子 

STV の取組について説明する大阪氏 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

「北の専門高校 ONE-TEAM プロジェクト」の令和７年度（事業最終年度）の事業計画を策定しました。主な内容を紹介します。  
 

１ 拠点校が１校→４校へ拡充 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 産学連携に資するイベント・セミナーの開催 
 
 下図の取組等を通じて、全道の専門高校における持続可能な産学連携体制の構築を目指します。 

 

 今年度は、R3～5 年度のマイスター・
ハイスクール指定校の静内農業高校が
拠点校でしたが、令和７年度から右図の
とおり、農業・工業・商業・水産高校か
ら各１校、合わせて４校の拠点校で、持
続可能な職業人材育成システムの横展
開を推進します。 
 これにより、広大な北海道において、
地域の特性を生かした連携構築の推進
や、参集イベントの開催が可能になりま
す。 

〇参加者からの主な感想 
 
【企業関係者・経済団体関係者】 
・本カンファレンスの定期的な開催を望む。 
・商品開発から、販売・プロモーションまでの一連の流れを連携して行い、その 

利益を使ってさらに大きな挑戦をする３カ年プロジェクトのような長期的な取 
組をしたいと感じた。 

 
【専門高校の教員】 
・企業の方と教員や生徒が話し合う機会が多くないので、よい経験になった。 
・まずは積極的に企業の方や経済団体の方と連絡を取ってみたいと思った。 
・他の専門高校や企業との共同プロジェクトを立ち上げるのも面白いと感じた。 
・ もう少し  

 
【専門高校の生徒】 
・地域との関わりや、高校生同士のコラボ 
レーションなどを、もっとやるべきと感 
じた。 

・様々なことに挑戦して、疑問や課題を見 
い出すことを今後も実践したい。 

〇お客様の声 

『産学連携カンファレンス』参加者の声 
 

次年度における取組の概要について 
 

【企業関係者・経済団体関係者】 
専門高校の取組や成果が分かりまし
たか。 

【専門高校の教員】 
産学連携の意義や重要性について、理解
を深めることはできましたか。 

【専門高校の生徒】 
産学連携による効果を実感することはで
きましたか。 

【参加者全体】 
今後、持続可能な連携体制を構築する
上で、本カンファレンスの満足度・充
実度は何％程度でしたか。 

よく分かった 

45.8％ 概ね分かった 

50％ 

少し分かった 

4.2％ 

とてもできた 

55.9％ 
概 ねで き た 

39％ 

少しできた 

5.1％ 

とてもできた 

75％ 

概ねできた 

12.5％ 

少しできた 

12.5％ 

100％程度 

39.8％ 

60％程度 

16.1％ 

80％程度 

35.5％ 

20％程度 

4.3％ 

40％程度 

4.3％ 

 新たな企画として、先進事例がある道外の専門高校とタッグを組み実施する｢専門高校ユナイテッド｣や、職業学科の代表者
と産業界で、意見交換を行う「北の専門高校Ｓ７サミット」のほか、２年間の事業成果を共有する「北の専門高校 ONE-TEAM フ
ェスタ」を開催します。 
 
また、今年度１会場 
で実施した｢産学連携 
シンポジウム｣は、 
４ 会 場 で 開 催 し 、 
「ONE-TEAM ニュース」 
も９回発行し、情報発 
信を充実させます。 

 次年度も各種イベント、セミナーへの積極的な参加をお待ちしています。 


